2016年2月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第16章11～20節
　今日はとても重要かつ精妙なテーマについての話なので、内容は少し難解かもしれません。 
それは「サマーディとは何か？」ということです。

『バガヴァッド・ギーター』第4章で書かれているヤッギャーのうちのひとつであるヨーガ・ヤッギャーに関連して、パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』について説明してきました。

『ヨーガ・スートラ』にはアシュターンギカ・マールガ(Ashtangika Marga)と呼ばれる８つの道が書かれていますが、そのうちの最後の3つの教えがダーラナー、ディヤーナ、サマーディです。

ヤマ、ニヤマ、アーサナ、プラーナーヤーマ、プラッティヤーハーラに続く最後の3つの段階が、ダーラナー、ディヤーナ、サマーディです。

前回の講義ではプラッティヤーハーラについてかなり詳しく説明しました。
楽しみの場所から離れて静かな場所に留まるだけでは、プラッティヤーハーラはできません。

なぜなら、楽しみに誘惑されてしまう原因は外の環境ではなく、我々の内側にあるからです。

過去世から引き継いだサムスカーラによって、人それぞれどのような楽しみに引き付けられる傾向があるかが決まっています。
楽しみに対する欲望は眠っていても、それを刺激するような場所に足を踏み入れると、それはすぐに目覚めます。

世俗的な快楽の場所に入ることが欲望の原因だと皆さんは考えますが、もし我々の中に欲望を生じさせるサムスカーラがなければ、外の環境は何の問題にもなりません。
もちろん実践の最初の段階では、そのような場所を避けることは賢明です。

しかし洞窟や森の奥やアシュラムに隠棲していてとりあえずは問題がないようでも、根本原因であるサムスカーラがある限り、また楽しみの場所に行けば欲望が目を覚ますだけでなく、そのサムスカーラは増大します。

この世俗的なサムスカーラをどのように減少させていくかが、プラッティヤーハーラの重要なテーマです。
プラッティヤーハーラの実践の段階でもある程度の集中はあり、我々が「毎日瞑想している」と言う時、ヨーガの観点からはそれはまだ瞑想ではなく、実はプラッティヤーハーラであることがほとんどです。

心が絶えず外に向かおうとするのを、瞑想の対象に引き戻しています。

もちろんケースバイケースであり、ある程度の瞑想ができている人もいます。

プラッティヤーハーラの次の段階はダーラナーです。

ダーラナーでは自分の体の特定の部分に意識を集中します。

ハート、舌先、鼻、眉間、頭頂など自分にとって楽な部分に瞑想の対象を集中して考えます。

ダーラナーはプラッティヤーハーラよりより集中できている状態ですが、それでも瞑想の対象のイメージが、ある時ははっきりしていても時にはぼやけてしまう、ということがあります。

また短時間は集中できても、それがすぐなくなるということがあります。

次の段階のディヤーナになると、ダーラナーよりも集中は深くなります。

それに加えて瞑想の対象をよりはっきり見ることができます。
「12秒の集中ができればそれはダーラナーとなり、その12倍の2分24秒(144秒)の集中ができればそれはディヤーナにとなる」、と言われています。
ポットから油を器に注ぐ時、注がれる油の描く軌跡は全体がひとつにつながっていて途切れることがありませんが、この様子がダーラナーのたとえとしてよく用いられます。
「注がれる油の流れ、振り続けられる鈴の発する音は、どちらも途切れなくつながっている」

という言葉があります。

この瞑想の対象に集中し続けている状態がディヤーナです。
ではディヤーナはいつ次の段階のサマーディになるのでしょうか？

28分48秒(12秒×12×12)の集中が続けられれば、あなたはサマーディを得られます。
全宇宙をコントロールすることができ、最高の知識と至福も得られます。
あなたはスワミ・ヴィヴェーカーナンダジ、ブラマーナンダジと同じランクになれます。

サマーディに興味を持ったひとりの人が霊性の教師の許を訪れました。

そして一番速くかつ一番簡単にサマーディに到達できる方法について尋ねました。

師は「一時間だけ瞑想の対象に集中できるなら悟ることができます」と答えました。

集中すべき対象が自分の本性(魂)であることは、彼にはわかっていました。

求道者は師の言った瞑想に挑戦することにしました。

瞑想を始めてしばらくしてある音が気になって中断しました。
仕切り直しをして再度瞑想を始めましたが、悟った後に何をすべきかが気にかかり、瞑想はまた中断しました。
また瞑想を再開したところ、悟った後有名になり、信者が増え、たくさんお布施が入ってくる状態を想像していて集中できていない自分に気付き、師の言った一時間の集中がどれほど困難かを理解しました。
サマーディの実践ためには心が清らかでなければならず、そのための準備段階としてヤマ、ニヤマ(ギャーナ・ヨーガのシャーマ、ダーマ)があるのです。

さらに真理を集中して考える実践も必要です。

心を清らかにする、真理に集中する、この2つの実践がなければサマーディは不可能です。
パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』では、ダーラナー、ディヤーナ、サマーディの3つの段階を一緒にしてサンヤマ(Samyama)と呼んでいます。

サマーディに興味を持つ人は多くいます。

仏教にはニルヴァーナという言葉がありますが、サマーディとの違いは何でしょうか？

ニルヴァーナ(Nirvana)の定義はその言葉自体に表れています、

Nirvana = Nih-vana(vana nasti)
ヴァーナ(vana)とは欲望のことであり、それの否定形「欲望が100％無い状態」がニルヴァーナの定義です。

サンスクリットではニルヴァーナ、パーリ語ではニッバーナ(Nibbana)と言います。

欲望が全くないとは意識についてだけではなく、潜在意識の中にもないということです。

意識の中には欲望がなくても、潜在意識の中にはそれがたくさん残っていることがあります。
自分の潜在意識の中にどれほど欲望が残っているか、我々はあまり考えることがありません。
たまに潜在意識が表に現れる時それに気付くことはあっても、普段はあまり注意を払いません。

いっぽうサマーディの定義としてはサンスクリットで、

Samadhiyate  asmin  iti  samadhih

「サマーディとは内にすべてを包含した状態」という言葉があります。

その意味は、「サマーディに入ると個別の欲望は存在しなくなり、すべての欲望が満たされた状態になる」ということです。
我々の欲望、そして欲望の対象は種々多様で数限りなく存在します。

しかしサマーディの状態にはそれら個別の欲望がすべて吸収されているので、さらなる欲望は起こり得ません。
ニルヴァーナは「欲望がない」、サマーディは「すべてを包含する」とその定義の表現方法に否定形と肯定形の違いはあっても、両方とも結局同じことを言っているのです。

学者達は仏教のニルヴァーナとヒンズー教のサマーディが同じなのか違うのか議論します。
しかし悟った人であり、ニルヴィカルパ・サマーディ、サヴィカルパ・サマーディのどちらをも経験しているスワミ・シヴァーナンダジの見解によれば、両者は同じものです。
学者達はいろいろ言いますが、皆さんはそれに惑わされず、悟った人の結論に耳を傾けてください。悟った人がその経験の結果伝えてくれることが、我々にとってなにより大切です。
サマーディについてさらに詳しく説明します。

ヒンズー教の聖典であるバガヴァッド・ギーター、ウパニシャッド、ヴェーダーンタ哲学などを勉強すると、サマーディを表現する言葉が数多くあって混乱すると思います。
今それらを整理してみます。

今日の話が重要だというのは、それを理解すればこれから聖典を読んでも、サマーディに関して混乱することがなくなるからです。
サマーディに関する数多くの用語やアイデアは整理することが可能なのであり、それをこれから説明します。

ラージャ・ヨーガ(パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』)、バクティ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ(ヴェーダーンタ)、それぞれにサマーディを表す言葉があります。
まずサマーディには2つの種類があります。
(1)アサンプラギャータ・サマーディ(Asamprajnata)  ：ヨーガ・スートラ
ニルヴィージャ・サマーディ(Nirvija)           ：ヨーガ・スートラ　
ジャダ・サマーディ(Jada)                      ：バクティ・ヨーガ 

　 スティタ・サマーディ(Sthita)                  ：バクティ・ヨーガ 

　 ニルヴィカルパ・サマーディ(Nirvikalpa)        ：ヴェーダーンタ 

(2)サンプラギャータ・サマーディ(Samprajnata)     ：ヨーガ・スートラ
　 サヴィージャ・サマーディ(Savija)              ：ヨーガ・スートラ　

　 チェータナ・サマーディ(Chetana)               ：バクティ・ヨーガ 

　 バーヴァ・サマーディ(Bhava)                   ：バクティ・ヨーガ 

　 サヴィカルパ・サマーディ(Savikalpa)           ：ヴェーダーンタ 

以上のようにサマーディは2つに分類されるのですが、『ヨーガ・スートラ』では独自の考え方で、このうちの(2)サンプラギャータ・サマーディについてさらに5つに分類しています。

サンプラギャータ・サマーディ
   ・サヴィタルカ(Savitarka)
   ・ニルヴィタルカ(Nirvitarka)
   ・サヴィチャーラ (Savichara)
   ・サーナンダ(Sananda)
   ・アスミタ(Asmita)　　　　　　　　(この5分類については後ほど説明します)　　　　　　　
『ヨーガ・スートラ』では(1)アサンプラギャータと同じ意味で、ニルヴィージャという言葉が使われています。
ヴィージャは[種(たね)]の意味なので、アサンプラギャータ・サマーディ/ニルヴィージャ・サマーディとは、「欲望の種子がない状態」ということになります。
ニルヴァーナ(欲望がない)という表現と似ています。

種子からは芽が出てそれが育って欲望になります。

我々は欲望があるので活動をし、それによって生じた結果に執着が生まれ束縛されます。
もしその種子を燃やしてしまえば、その燃え尽きた種子を土に植えてもそこから再び芽が出ることはありません。これがニルヴァーナと同じ状態です。
これに対して(2)サンプラギャータ・サマーディ/サヴィージャ・サマーディは大変に高いレベルではあっても、まだわずかに欲望の種子が残っている状態です。
この比較で分かるようにサマーディは(1)の欲望が全くない状態と、(2)のわずかに残っている状態に分けられます。
(2)の状態では欲望がわずかに残っており、カルマの法則によってまた輪廻を繰り返す可能性があります。(1)が最も高いサマーディの状態なのです。
バクティ・ヨーガで使われる言葉であるジャダ・サマーディとスティタ・サマーディは、ヴェーダーンタでも時おり使われることがあります。

しかしヴェーダーンタで(1)の状態を表す時に使われる基本的な表現は、ニルヴィカルパ・サマーディです。

ニルヴィカルパの意味は「それ以外のものが存在しないただひとつの状態」ということであり、さきほどのサマーディの定義と一致します。

ヴィカルパ(別のものという意味)の否定形がニルヴィカルパです。

バクティ・ヨーガで(1)の状態を表すジャダ・サマーディのジャダとは「活動することがなく生命のない物体のような」という意味です。まるで死んでいるような状態です。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダジがニルヴィカルパ・サマーディを体験した時の詳しい記録があります。他にもニルヴィカルパ・サマーディを経験した人はいても、それについての記録はあまり残っていないので、ここではスワミジの例を取り上げます。
スワミジはシュリ・ラーマクリシュナに対して、ニルヴィカルパ・サマーディを体験させてくれるよういつも懇願していましたが、それに対して師は「今すぐにではなくそのうち機会があれば」、と先延ばしにするのが常でした。
その時にはシュリ・ラーマクリシュナの病状は悪化しておりコシポール・ガーデンハウスに滞在していました。弟子達は師の身の回りの世話をしながら霊的修行をしていました。
我々が目にすることのできるスワミジの最初の写真は、このコシポール・ガーデンハウスで瞑想している時のものです。
ある時兄弟弟子のゴパールが睡眠中のスワミジの体が氷のように冷たくなっていることに気付き、動揺して泣きながら「ナレンが死んでしまった！」とシュリ・ラーマクリシュナに報告しに行きました。
その時シュリ・ラーマクリシュナが「彼(ヴィヴェーカーナンダ)をそのままにしておきなさい」と言ったので、皆はなぜ師がナレンの死を悲しまないのかと不思議に思いました。
人が死ぬとその死体は動くことはなく、荷物と同じです。人は死ぬと人から物に変わります。先程説明したジャダ・サマーディのジャダがこれと同じ状態です。
バクティ・ヨーガで(1)の状態を表すもうひとつの言葉であるスティタ・サマーディのスティタとは、「安定した」という意味です。

シュリ・ラーマクリシュナが最初のニルヴィカルパ・サマーディに入った時、3日間ずっと同じ姿勢のまま座り続けました。『ラーマクリシュナの生涯』を読んだ方はご存じだと思います。

これがスティタであり、サンプラギャータ・サマーディ(サヴィカルパ・サマーディ)ではこの状態は不可能であり、アサンプラギャータ・サマーディ(ニルヴィカルパ・サマーディ)になればこの状態がずっと続くことは可能ですが、なかにはこの状態のまま肉体を離れこの世を去ってしまう人もいます。
(2)サンプラギャータ・サマーディの『ヨーガ・スートラ』における別の表現であるサヴィージャ・サマーディのサヴィージャとは先ほども説明したように、「欲望の種子がまだ残っている」という意味です。

バクティ・ヨーガの言葉であるチェータナ・サマーディのチェータナは、「意識」という意味です。サマーディに入っても、私という意識が少し残っている状態です。

アサンプラギャータ・サマーディでは瞑想・瞑想する人・瞑想の対象はひとつになっています。

サンプラギャータ・サマーディ/チェータナ・サマーディでは、瞑想・瞑想する人・瞑想の対象はとても接近してはいても、私意識があるのでまだひとつにはなっていません。
同じくバクティ・ヨーガの言葉であるバーヴァ・サマーディは外の意識がなくなっていても、心の中で神と信者がとても近くにいる状態のことです。
バクティ・ヨーガでは信者・神に対する愛・神がひとつになっておらず少しだけ区別がある時、それはバーヴァ・サマーディ/チェータナ・サマーディです。
信者・神に対する愛・神が一体となった時、それはアサンプラギャータ・サマーディ/ニルヴィカルパ・サマーディであり、バクティ・ヨーガの表現ではジャダ・サマーディ/スティタ・サマーディです。
次にサンプラギャータ・サマーディをさらに５つに分類するという、『ヨーガ・スートラ』特有のアイデアについて説明しますが、そのための前提知識として宇宙の創造について少しお話しします。
サーンキャ哲学とヴェーダーンタ哲学では、宇宙の創造に関する理論は少し異なります。

サーンキヤではプルシャとプラクリティは別のものですが、ヴェーダーンタではブラフマンとマーヤーは同じものであり、マーヤーはブラフマンのひとつの姿に過ぎません。
これからする説明はヴェーダーンタ哲学に基づいています。

最初に存在するのがブラフマンであり、そこからブラフマン別の姿であるマーヤーが生じると、このマーヤーは表れていないプラクリティ(unmanifested prakriti:表れていない根本エネルギー)と呼ばれます。
種の中にはやがてそれが発芽して木になる可能性が内包されていますが、それを「種の中には表れていない木が存在している」、と表現するのと同じようなイメージです。
この状態はアヴャクタと呼ばれます。

その次の段階が表れたプラクリティであり、この状態はヒランニャガルバと呼ばれます。
ブラフマン(Brahman)　⇒　アヴャクタ(Avyakta)　 ⇒　 ヒランニャガルバ(Hiranyagarbha)

ヒランニャは金、ガルバは卵という意味ですが、このヒランニャガルバとサッティヤローカ、創造神ブラフマーは皆同じものを意味します。

このヒランニャガルバから5つの要素が生まれますが、それは皆さんご存知の空・風・火・水・土、です。

空(アカーシャ)のことをエーテルと訳すことがありますが、正確な訳ではありません。
理解してほしいのは、これら5つの要素にはすでにそれぞれに3つのグナ(サットワ・ラジャス・タマス)が備わっているということです。
そしてこの3つのグナそれぞれは性質でありながら物質でもあります。
最初に生まれたこれらの要素はとても精妙な５要素であり、聖典の言葉でTanmatra(タンマットラー)と言います。

そしてこの精妙な5要素の組み合わせですぐに宇宙が創られるのではなく、もう1段階あるのが聖典の興味深いアイデアです。

この精妙な5要素を混ぜ合わせて粗大な5要素が作られます。
粗大な5要素というのはたとえば、

粗大な空＝精妙な空50％＋精妙な風12.5%＋精妙な火12.5%＋精妙な水12.5%＋精妙な土12.5% 
粗大な風＝精妙な風50％＋精妙な空12.5%＋精妙な火12.5%＋精妙な水12.5%＋精妙な土12.5% 
(以下他の粗大な要素についても同様)
というふうに混ぜ合わせるのです。

そしてこのようにして出来た粗大な5要素を組み合わせて宇宙が創られます。
ブラフマン　⇒  アヴャクタ(表れていないプラクリティ)　⇒  ヒランニャガルバ(表れたプラクリティ)　⇒  精妙な5要素(3つのグナ)　⇒  粗大な5要素　⇒  すべての物と生き物
いまバイブレーション(波動)について考えてみます。
「牝牛」という言葉を発した時にはそれは音です。

耳という外側(肉体)の粗大な感覚器官がその波動を受け取り、目に見えない精妙な内側の感覚器官によってそれがチッタ(mind:心)に運ばれ、その反動で[牝牛]の認識が生じます。

(科学者はチッタではなく脳が認識すると言うでしょうが・・・)

すべての認識がこのように、最初は外のバイブレーションが粗大な感覚器官から精妙な感覚器官に伝達され、最終的にはチッタに届いた結果生じるのです。
今私がこのプロセスを分析して段階的に分けて説明したので皆さんは理解できたでしょうが、普通それは意識されてはおらず、「牝牛」という言葉を耳で聞いてすぐにそのイメージが生まれると思っています。
なぜこの話をするのかと言うと、普通の人にとってサマーディはひとつの状態のように見えても、分析するとそれはいくつかの段階に分けることができるということを言いたいのです。

ここまでは(2)サンプラギャータ・サマーディを5つに分類するという、『ヨーガ・スートラ』独特のアイデアを理解するための予備知識を説明しました。
サンプラギャータ・サマーディ(『ヨーガ・スートラ』の言葉)
   ・サヴィタルカ(Savitarka)
   ・ニルヴィタルカ(Nirvitarka)
   ・サヴィチャーラ(Savichara)
   ・サーナンダ(Sananda)
   ・アスミタ(Asmita)
最初のサヴィタルカ・サマーディに入ると、さきほど説明した5つの粗大な要素について集中できるので、この5要素の本性は何かを理解できるとともに、この5要素をコントロールする力を得られます。ひとつ例を挙げます。
[原子](atom)については古代からそのアイデアはありましたが、それが何であるかは長い間理解されていませんでした。

近代科学の研究によってその構造(電子・陽子・中性子)が解明されましたが、その結果原子が持っている力、つまり核エネルギーをコントロールできるようになりました。
これが「知識は力なり」ということであり、昔は原子のことを知らなかったので核エネルギーの存在を知らず、それを使うこともできなかったのです。
サマーディの対象が粗大な要素なら、粗大な要素の本性を知りコントロールすることができるのです。
たとえば人が超能力と呼ぶ力ですが、これは何も超常的なことではなく論理的に理解できることです。すべての力の源はプラクリティですから。

超常的(supernatural)ではなく、自然(natural)なことなのです。

自然を超越した現象が超常現象ですが、これらの力はみな自然から来ているのです。
ですから超能力という言葉を使うのは間違いなのですが、なぜそれを超常的な力だと思ってしまうのかといえば、それは皆さんが心の中にどれほどの力があるかを知らないからなのです。
いっぽう、ヨーギ達はこの力を知っています。

次のニルヴィタルカ・サマーディに入ると、5つの粗大な要素を時間と空間から離れて理解でき、コントロールできます。
サヴィタルカ・サマーディの対象は時間と空間に限定された粗大な要素でしたが、ニルヴィタルカ・サマーディの対象は、時間と空間に限定されていない５つの粗大な要素です。
認識がどのように成立しているか皆さんは知りませんが、ヨーギ達は先程説明した、
バイブレーション⇒　粗大な感覚器官⇒　精妙な感覚器官⇒　チッタ⇒　反動⇒　認識

というプロセスを知っています。

同じように [時間と空間に限定されていない粗大な要素]をどのように瞑想するか、皆さんには理解できなくてもヨーギにはできるのです。
我々にもイメージできる時間と空間に限定されていないことの例を挙げます。

世俗的な話をしますが、いろいろな美人コンテストがあります。

ミス・ユニバースの審査基準は女性たちの外見の美しさです。

基準は彼女の肉体であり、彼女が他にどのような性質を持っているかは問題にされません。

同じ彼女が会社の入社試験を受ける時の採用基準は、彼女の仕事に対する知識やコンピュータのスキルなどの仕事をこなすための能力です。
同じ女性が霊的な道に進みたいと考えた時、彼女と面接する僧が見るのは彼女の外見や性質、能力ではなく、彼女の霊的な状態です。肉体でも、心でもなく、霊性です。

肉体や心は時間と空間に限定されていますが、霊性はそうではありません。

時間と空間に限定されていないというのは、このようなイメージだと考えてください。
3番目のサヴィチャーラ・サマーディの対象は、精妙な5要素(Tanmatra）です。
4番目のサーナンダ・サマーディの対象は、時間と空間に限定されていない精妙な5要素です。
最後のアスミタ・サマーディの対象は、ラジャスとタマスがなくサットワの性質のみを持つ表れた心です。
この最後の段階であるアスミタまではサンプラギャータ・サマーディで、とても高い状態であり最高の悟りの一歩手前までは来ていますが、まだ完全な悟りとは言えません。

最高のサマ－ディであるアサンプラギャータ・サマーディになると、その対象は表れていない心です。
この表れていない心に先程言った28分48秒集中できれば、心は消滅しアートマンが現れます。
これがアサンプラギャータ・サマーディ/ニルヴィカルパ・サマーディです。

少し前に戻ってサンプラギャータ・サマーディで5要素に集中した結果、どのような力が得られるかお話しします。

もしサンヤマ(ダーラナー、ディヤーナ、サマーディ)でサムスカーラを対象に集中してサマーディに入るなら、その結果我々の過去、未来についてわかります。
もしサマーディの対象が心なら、すべての動物の言葉が分かります。

たとえばカラス同士でしかわからないその鳴き声の意味が分かるようになります。

サマーディの対象が自分の体なら、肉体を持って人の前にいても第三者にはそれが見えません。

普通の人が超能力と呼ぶ力です。

パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』のビブーティ・パーダの章には、サマーディでどのような対象に集中するとどのような能力が得られるかについて、すべて詳しく書かれています。
力強くなりたい人がサマーディの対象として象を選んだなら、巨大な力を得られます。

相撲の力士がたくさん食べて稽古をしなくても、象のように強くなれます。

『ヨーガ・スートラ』ではこのような力を、8つに分類しています。
（１）アニマ(Anima)- 自分の体のサイズを小さくし最小の原子のようにまでなる能力
（２）マヒマ(Mahima)- 自分の体のサイズを増大させ巨大になる能力
（３）ガリマ(Garima)- 自分の体を重くする能力
（４）ロギーマ(Laghima)- 自分の体を軽くする能力
（５）プラープティ(Prapti)- どんな入手困難な物も場所や距離の制約なく手に入れる能力
（６）プラーカーミャ(Prakamya)- 意志の力ですべてを達成する能力
（７）イシットワ(Isitva) – 肉体と感覚を完全に支配し外界の人や物を創り破壊する能力
（８）ヴァシットワ(Vasitva)- 物体の運動を完全なコントロール下におく能力
プラープティの能力があれば、ペルシャの美しい薔薇、時季外れのマンゴーなど普通は手に入らないようなものでも得られます。

イシットワの能力は、体、心、人、物を作ったり破壊したりコントロールしたりできます。

ヴァシットワはすべての物を動かしたりコントロールしたりできます。
これが代表的な八大通力と呼ばれる能力ですがそれ以外にも、
・千里眼
・遠い場所で人が話している言葉を聞く能力
・人が心の中で思っていることを見通す能力
・たちどころに願望を叶える能力

・自在に雨を降らせる能力

・耕作せずに作物を得る能力

・師に就いて学ぶことなく知識を得る能力
などもあります。
しかしながらパタンジャリは、「確かに実践の結果このような能力は生じるが、それを使ってみたいと思うとその人は堕落する」と言っています。

『ヨーガ・スートラ』のビブーティ・パーダには(3章51)、その戒めの言葉が書かれています。

シュリ・ラーマクリシュナはスワミ・ヴィヴェーカーナンダに対し、何回となくこの点に関して注意をしました。スワミジの目的はお金を稼ぐことや名声ではなく悟りです。

悟りという目的のためにはたとえそのような力が現れてもそれを避けるように、と諭しました。
しかしこれは口で言うのは簡単でも、大変に難しいことです。
力を使ってみたいという強い誘惑に抵抗するのは、生易しいことではありません。
最初超能力を目にした周りの人たちは、その力の持ち主を特別扱いし、ほめて崇めます。
そうするとほめられた人の中に名声欲、金銭欲が生まれます。

美女と親しくなりたいなどという欲望も起こります。
その欲望がエゴを生み、真理から遠ざかるようになります。

エゴがなくならないと悟りは不可能ですが、超能力を使うことでエゴが増大してしまいます。

このエゴのために堕落して悟りの道から外れてしまわないよう、『ヨーガ・スートラ』は警告しているのです。

たとえそのような力が発現したとしても、それはあなたが進歩しているしるしであると受け止めるだけにして、その力には執着しないでください。

そのような力は旅人にとっての道しるべとなるマイルストーン(milestone:一里塚)と同じように、求道者にとっての単なる目安に過ぎません。

ある時シュリ・ラーマクリシュナはまだニルヴィカルパ・サマーディを経験する前のスワミ・ヴィヴェーカーナンダに対して、「ナレン、私はいろいろな能力を持っていますが私自身には必要ありません。もしあなたが欲しいならそれらの力を全部あなたにあげます。その力であなたは人を助けることができますがどうですか？」と尋ねました。

それに対してスワミジは、「私はそのような力は要りません。もし悟った後でその力が現れたなら、その時考えます」と言いました。もうひとつ例を挙げます。

別のある時、師は馬車でドッキネッショルからコルカタに向かいました。
その時スワミジは自宅にいたのですが、シュリ・ラーマクリシュナが到着する30分以上前のまだコルカタから数キロ離れた場所を通過している時に、千里眼で師がやって来るところが見えました。
到着した師に対して、スワミジが馬車でやって来る師の姿が見えたことを告げると、シュリ・ラーマクリシュナはスワミジに、「とりあえずは瞑想を休みなさい。その能力が消えたらまた瞑想を始めなさい」と言いました。これが本当のグルの助言です。

そのまま瞑想を続けた場合どんどん超能力が強くなり、それによって悟ることが困難になってしまいます。

(以下Ｑ＆Ａも参照)
Q＆A

(1) アサンプラギャータ・サマーディにおける瞑想の対象である[表れていない心]とは潜在意識のことですか？
いいえ、違います。先程の説明にあるアヴャクタ(表れていないプラクリティ)のことです。

表れていない心＝表れていないプラクリティです。心が生まれる前の種のようなものです。

心が表れると、そこには意識と潜在意識が存在します。
潜在意識も表れているのですが、見えないだけ、気付かれないだけなのです。
(2) サマーディの定義である、「すべての欲望が入っている」とはどういうことですか？
サマーディの状態ではすべての欲望が満たされている、という意味です。

たとえで説明しますので、イメージしてください。

地上に池や井戸などいろいろな種類の水たまりが数多くあったとします。

ある水たまりには水がわずかしかなく、別のものは水位が高く水が満ちていたりします。
もし洪水が起こったら、あたり一面が水で覆われすべての水たまりには水が満ちて、不足
(insufficiency)ということがありません。

個別の水たまりはもはや存在しておらず、すべてが満たされて何ひとつ不足していません。

聖書にも同じような表現があったと思います。

「そしてあなたがたは、キリストにあって、それに満たされているのである」
(and you have been filled in him ： コロサイ人への手紙2-10)
「～が無い」というところから欲望が生じるのであり、満ち足りているところには欲望は生まれません。欠乏しているところに欲望は生まれます。
(3) サンプラギャータ・サマーディの[サマーディの対象]について教えてください
まず、これが『ヨーガ・スートラ』(ラージャ・ヨーガ)固有の概念で、ヴェーダーンタなどとは違う考え方であることをはっきり理解してください。

普通に言う瞑想の対象とサマーディの対象とは全然違います。

サンヤマ(ダーラナー、ディヤーナ、サマーディ)のディヤーナが瞑想であり、サマーディはさらに高い状態です。

瞑想ではまだ集中が十分とは言えず、先程イメージとして挙げた28分48秒集中した結果として到達する状態であるサマーディの時の対象が、今日の講話で説明したサヴィタルカからアスミタまでの5つのカテゴリーに分けられるのです。

今『ヨーガ・スートラ』の方法について説明していますが、『ヨーガ・スートラ』では実践が一歩一歩段階を踏んで進んでいくように書かれており、いきなりアサンプラギャータ・サマーディには入れず、その前にはサンプラギャータ・サマーディがあり、そのサンプラギャータ・サマーディの中にも5つの段階があるということをお話ししているのです。
『ヨーガ・スートラ』の方法に従うなら、実践はすべて粗大から精妙へと徐々に進んでいきます。

粗大な要素 ⇒ 時間空間に限定されない粗大な要素 ⇒ 精妙な要素 ⇒・・・・という形で徐々に進んで行くことをせずに、いきなり最終目標であるアサンプラギャータ・サマーディに入ることはできません。
サヴィタルカができたらニルヴィタルカ、その次はサヴィチャーラというふうに進んでいきますが、もちろん実践が必要なのであって、自然に次のより高い段階に進むわけではありません。
そしてアスミタの実践をしてアスミタ・サマーディに到達したら、次はアサンプラギャータ・サマーディ(ニルヴィカルパ・サマーディ)の実践をするのです。
対象を持って行うのは瞑想でありサマーディはその結果である、と考えるかも知れませんが、『ヨーガ・スートラ』とヴェーダーンタでは使われる用語もそれぞれ違い、かつ今お話ししているサマーディは最高のアサンプラギャータ・サマーディではなくそれより低いサンプラギャータ・サマーディなので、『ヨーガ・スートラ』ではこれを5段階に分けていて、それぞれにサマーディの対象もあるのです。
天国にもいろいろレベルがあるように、サマーディにもレベルがあります。

サマーディが、ヴェーダーンタではニルヴィカルパ・サマーディとサヴィカルパ・サマーディの2つに分かれる、ということは多くの皆さんが理解しています。

『ヨーガ・スートラ』はそのうちのサヴィカルパ・サマーディ(『ヨーガ・スートラ』の用語でサンプラギャータ・サマーディ)を、さらに5つに分けているのです。
くれぐれもこれは『ヨーガ・スートラ』独自の分け方でヴェーダーンタとは違う、ということを混同せずに理解しください。
『ヨーガ・スートラ』のサンプラギャータ・サマーディでは段階に応じてサマーディの対象を変えてサヴィタルカから始まり最後はアスミタ、そしてその次はアサンプラギャータ・サマーディへと進んで行きます。

いっぽう、ヴェーダーンタでは識別して最初からブラフマンを瞑想します。
(4) 28分48秒というサマーディの時間について教えてください
これはイメージのための表現であり、時計で厳密に計ったわけではありません。
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